



























































































































































































































































b． 小説を月平均1 ～ 2冊，漫画は読まない。ウェブ媒体の小説や漫画は読まない。創
作活動を行ったことはない






















































































































（3）   東宝映画の題名，およびその作品に登場する怪獣の名
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〔抄　録〕
大学教育改革が叫ばれる近年，大学という場で学生にどのような技能を身につけさせる
べきかという議論は広く行われている。文献調査の方法やレポートの書き方といった，大
学での学びや研究活動に必要となる技能は「アカデミックスキル（もしくはスタディスキ
ルなど）」と呼ばれ，昨今，多くの大学において初年次教育の一環として，その導入のため
の講義や環境が準備されている。本研究では「物語を書く」ということ，つまり物語を創作
し，小説として書きあげるという行為を，アカデミックスキル習得の導入教育として活用
することを検討する。また，物語を作るということは「ものづくり」であり，これを通じて
「工学的思考」を身につけさせることも目的とした。本稿ではその起点として，物語を書く
という行為が，どのような技能の育成に関連するのかを整理することから始めた。そして
それを考慮した上で，大学生に対して試行的な創作演習を行った。その内容をケーススタ
ディ的に紹介し，得られた知見について報告した。
